
防コミの歩き方たずね歩き消防団
平成26年12月７日に井吹東防災福祉コ

ミュニティ主催の地域総合防災訓練がおこ
なわれました。
第１部では８地区の公園に分かれて、災

害時要援護者の安全確認訓練をおこない、
第２部では地域の避難所となる井吹東小学
校グラウンドにて初期消火や救急救助、炊
き出しなどの災害時における初動対応訓練
を実施しました。
●久元市長視察
訓練には久元市長が視察に来られ、ジュ

ニアチームが大人と一緒に訓練に参加して
いるのに感心しておられました。
●かまどベンチお披露目
小学校グラウンドの訓練では、このたび

新しく２基設置されたかまどベンチを使用し
て炊き出し訓練をおこないました。

かまどベンチは通常はベンチとして使用
し、大規模災害時にはかまどとして活躍し
ます。
炊き出しには地域の方々のために近隣の

神戸ハイテクパーク工業会の方々も協力し
てくれています。
●まきわり体験
明石・神戸の工業高等専門学校の先生と

生徒が炊き出しのためのまきわりをおこな
い、地域の方々への指導にあたりました。
鍵本西消防署長も初体験でしたが、ひと

たびコツをつかめば意外と力を入れずにで
きるそうです。
井吹東防災福祉コミュニティは今後も安

全・安心で災害に強いまちづくりを目指し
た活動をおこなっていきます。 
（西消防署　地域防災調整者　小西美緒）

●法律の制定
「消防団を中核とした地域防災力の充実
強化に関する法律」は、東日本大震災など
の教訓を踏まえ、平成25年12月に制定公
布されました。この法律では、消防団を「将
来にわたり地域防災力の中核として欠くこ
とのできない代替性のない存在」として位
置づけた上で、国、地方公共団体、地域
で役割分担しながら充実強化、支援してい
くことを明確化しました。
●消防団充実強化検討委員会の設置
この動きを受け、神戸市では、平成26
年5月に各消防団長・支団長で構成する「消
防団充実強化検討委員会」を設置して、消
防団員の処遇改善、消防団施設・装備の充
実強化などについて検討いただきました。
委員会の検討

結果報告書は、
委員長である西
消防団の北井団
長から岡田消防
局長へ提出され
ました。
●平成２７年度以降の取り組み
法律や報告書などを受け、神戸市では、

今年度に次のような取り組みを実施して、
消防団の充実強化を図っていきます。

1. 消防団員の処遇改善
　消防団員の処遇改善として、年報酬は、
団員階級で2,000円、班長以上の役員階
級で1,500円増額します。また、災害時
の現場活動を伴う出動手当は、1回につ
き4,200円から7,000円に増額します。

2. 個人装備の充実
　安全装備品の充実強化として、新防火衣
（服とズボンのセパレート型）の導入や、防
火帽、防火手袋、風水害活動時のレイン
ウェア、ヘッドライトの個人装備を今年度
から５カ年で全消防団員に配布を進めます。

3. 無線機の整備
　情報通信体制の強化として、新たに携
帯型の無線機を配備するとともに、小型
動力ポンプ積載車にも車載型の無線機
を配備します。

4. 消防団本部機能の強化
　各消防団・支団本部には、卓上型無線機
やＦＡＸ機能付きの有線回線を整備します。

5. 教育訓練の充実
　教育訓練体制の強化として、消防学校
研修を見直し、新たに幹部教育の「分団
指揮課程」と「現場指揮課程」を設置します。
　また、消防団、消防署、消防学校で
実施する研修体制の見直しを進めます。

（警防課　消防団係長　岡本　隆）
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